
/

す
。
例
え
ぱ
、
心
臓
の
大
血
管
炎
で

は
胸
痛
、
皮
膚
の
中
血
管
炎
で
は
赤

か
ら
紫
色
の
押
す
と
痛
む
皮
下
の
し

ま
ウ
し
ょ
」
つ

こ
り
、
末
梢
神
経
の
小
血
管
炎
で

は
手
足
の
し
び
れ
、
と
い
う
具
合
で

す
。
脳
、
耳
、
貝
肺
賢
消
化

管
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
臓
器
で
起
き
る

可
種
が
あ
り
ま
す
。

論
は
血
液
や
尿
の
検
査
超
音

、
一
一

原
病
な
ど
が
原
因
で
起
と
る
「
続
発

性
血
管
炎
」
を
除
く
、
「
原
発
性
血

管
炎
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

共
通
す
る
全
身
症
状
と
し
て
、
発

熱
や
食
欲
低
モ
体
重
減
少
、
関
節

痛
、
筋
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
炎
症

が
起
き
て
い
る
血
管
の
太
さ
や
臓
器

に
ょ
っ
て
現
れ
る
症
状
が
異
な
り
ま

重
篤
化
防
ぐ
た
め
早
期
治
療
を

質
に
結
合
し
て
症
状
や
進
行
を
抑
え

ま
す
亘
穩
的
に
は
大
血
管
炎
で
「
ト

シ
リ
ズ
マ
ブ
」
、
小
血
管
炎
の
姦

「
り
ツ
キ
シ
マ
プ
」
「
メ
ポ
リ
ズ

゛

マ
ブ
」
デ
バ
コ
パ
ン
」
が
用
い
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

強
い
炎
症
が
長
引
く
气
血
管
が

狭
ま
る
、
詰
ま
る
、
破
れ
る
な
ど
し
、

ス
テ
ロ
イ
ド
や
免
疫
抑
禦
を
は
じ

め
蔀
の
疾
患
で
は
挽
疫
グ
ロ
プ

け
つ
し
ょ
う

リ
ン
大
量
療
法
、
血
奬
交
換
療
法

な
ど
を
行
い
ま
す
。

近
午
体
内
の
特
定
の
分
子
を
狙

い
打
ち
す
る
「
分
子
標
的
治
楽
」

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
は
従
来
の
湿
楽
に
併
用
し
、

火

症
を
引
き
起
こ
す
経
路
に
関
わ
る
物

波
や
心
電
図
な
ど
の
直
接
体
を
調
べ

る
生
理
検
査
患
部
の
一
部
を
採
取

す
る
組
塑
検
な
ど
の
精
広
横
査
か

巨
W
種
類
以
上
の
病
気
に
分
類
し

ま
す
。
血
管
炎
の
種
類
や
重
症
度
に

応
じ
て
浪
方
針
を
決
め
ま
す
。

治
療
燧
覇
治
療
が
中
心
で
す
。

過
剰
な
免
疫
反
応
を
幅
広
く
抑
え
る

重
篤
な
合
併
症
が
起
こ
る
の
で
、
早

期
殴
翫
、
治
療
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
病
気
が
落
ち
着
い
た
後
は
再

燃
し
な
い
よ
う
長
期
に
霧
療
法
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

盆
犀
県
医
師
会
籏
智
さ
お
り

・
挫
星
屯
諸
記
念
病
院
膨
原
病

リ
ウ
マ
チ
科
長

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載
し

ま
す
。

神戸新聞社 令和5年

血管炎は、血管の壁に炎症が生じ、全身

症状を起こして、1朗昌にダメージを与える

病気です。診断力漠隹しく、別の診療科を経

て、惨原病などを専門とする診療科にっな
がるケースも多いそうです。症状や治療法

について専門家に尋ねました。

月.2日(会)
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